
『夢に向かいチャレンジする津田小の子　』　　　　　～自ら考え行動する子・自他を大切にする子・元気にチャレンジする子～
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◎重点項目 ★小中学校共通項目

・どの先生も無理せず元気に頑
張ってください。（×３）
・応援しています。
・「チーム津田」すばらしいで
す。
・子供に寄り添った指導をお願
いします。
・子ども達が実のある学校生活
が送れるようにお願いします。

学校教育目標

ミッション

ビジョン

廿日市市立津田小学校

①時間外勤務時間が月平均４５
時間を超えない教職員の割合
②長時間勤務の縮減により教職
員一人一人が健康で生き生きと
やりがいを持って勤務してい
る。

○健康で生
き生きとや
りがいのあ
る職場の創
造

「夢に向かい諦めずに夢を育む児童の育成」をするために知・徳・体のバランスのとれた児童を育成する

児童・教職員・保護者・地域が共に誇れる学校をめざす

目標達成のための方策

75％以上

55～64％

55％未満

◎活力ある
生活の基盤
となる体力
や運動能力
の育成 健

康
安
全
部

60～69％

令和２年度　 学 校 評 価 自 己 評 価 表 （中間）     　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・児童が自ら進んで家庭学習に
取り組む姿勢が身についてい
る。
・家庭学習の時間調査結果（各
学年の設定目標時間のアンケー
ト結果）

80％以上

70～79％

60％未満

教
務
部

◎基礎的・
基本的な知
識・技能の
定着

◎家庭学習
に自ら取り
組む児童の
育成

・主体的な学びのある授業にするために５つの授業改善に取
り組む。
　①適切な課題発見や課題設定の工夫（導入・発問）
　②学び合いの授業展開の工夫
　③対象児童の実態把握・手立ての充実
　④適用問題の活用・ノート指導の充実
　⑤ＩＣＴ機器の積極的な活用

・家庭学習ステップアップ週間を学期に１回実施し，家庭で
の過ごし方を意識させ，保護者にも協力を得る。
・「自学のススメ」をもとに学習の仕方を指導し，自分で取
り組む課題を週１回以上行わせる。
・家庭学習の目標学習時間を１～４年生は「１０分×学年＋
１０分」，５・６年生は「６０分」と設定し，児童に意識さ
せて取り組ませる。
・既習事項がランダムに盛り込まれた家庭学習を行わせる。

確
か
な
学
力
（

知
）

80％以上

70～79％

60～69％

60％未満

・基礎，基本
の力を身に付
け，自ら学
び，考え，表
現する「確か
な学力」を育
む

①児童に確かな学力をつけてい
る。【市共通項目】廿日市学力
定着状況調査（4年）の国，算，
（理）の問題で60％以上正答し
た児童の割合
②全学年算数の学期末テストの
問題で，平均正答率70％以上の
児童の割合

・自ら進んで体力づくりに取り
組み，体力や運動能力が向上し
ている。
・体力づくりの取組の達成目標
の到達度。跳躍力・握力におけ
る県平均以上の学級の割合（男
女別）

★自他の良
さを認め合
う，自己肯
定感・自己
有用感の育
成

・帰りの会で週に３回は「いいことみつけ」を行い「今週の
１枚」を放送・掲示する。学級全員が認められる機会をもて
るように，席替え後に「ありがとうメッセージ」を贈るなど
学級実態に合わせた取組をする。
・アセスによる学級全体と個人の傾向を把握し，取組に役立
てる.
・面談週間を取ることで，一人一人の児童と丁寧に話をした
り聞いたりする時間をもつ。

・働き方改革
に取り組むと
ともに，協働
する職場作り
をめざす。

協
働
す
る
教
職
員

校
内
衛
生
委
員
会

65～74％

4/12　5/12

・家庭の協力を得て，積極的に
歯みがきをする児童の姿が見ら
れる。
・１日３回の歯みがきができる
児童が75％以上（歯みがきカレ
ンダー）

6/12　7/12

・歯科受診の推奨（受診勧告を検診後と１１月の２回配付）
・歯みがきカレンダーの取組
・歯みがき指導（学級ごとに年１回実施，学級活動・自立の
時間）

・健康への意
識や体力を高
め「健やかな
体」を育む

・定時退校日を週１回設定する。
・教職員の働き方に対する意識の醸成。
・見直しにより業務改善の推進。
・学校教育目標の具現化に向かって「チーム津田」として一
丸となって取り組む。

○健康に対
する意識を
高め，歯科
保健の実践
を通した子
どもの口腔
環境の改善

8/12以上

70％未満

3/12以下

健
や
か
な
体
（

体
）

豊
か
な
心
（

徳
）

生
徒
指
導
部

・基本的生活
習慣を身に付
け，思いやり
をもって行動
できる「豊か
な心」を育む

○マナーや
規範意識の
育成

・「津田小ガイドブック―佐伯っ子ノート」を活用した共通指導。
・学期末に学校の決まりが守れているか自分を振り返させる。
 （廊下を走らない，履物をそろえるなどの決まりを守る。）
・「あいさつ運動」の取組を継続して行う。
・毎日縦割り班掃除にすることで掃除の仕方がより徹底するように
する。高学年にリーダーとしての自覚をもたせる。
・自問清掃が徹底するよう自問タイムを設け，確実に行わせる。

・体育の時間にハンドグリップを使った運動や跳躍力を伸ば
す運動を取り入れたサーキットを継続的に取り入れる。
・朝トレ（毎週金曜日）で跳躍力と握力を付ける運動に取り
組む。
・朝トレや掲示物および配布物を通して，いろいろな外遊び
を紹介し，推奨する。

80～89％

70～79％

90％以上
・命を大切にし，自他を認めい
じめを許さない，いじめをしな
い学校・学級集団になってい
る。
・児童の肯定的評価
（級友関係，自己存在感関係項
目）

・「津田小ガイドブック」にある
マナーや規範意識を守ろうとして
いる。
・児童の肯定的評価（「津田小ガ
イドブック」に書いてあることを
守ろうとしている。）
・児童・保護者・教職員の肯定的
評価（あいさつ・そうじ項目）

70～79％

70％未満

80～89％

90％以上

●歯みがきカレンダー（２学期）
１日２回できた児童77.8％（84／108人）
内訳　1年83.3％　2年63.6％　3年86.7％
　　　4年84.2％　5年70.0％　6年81.0％
☆全学級の歯みがき指導ができた。昼の学校で
の歯みがきが実施できなかったため，朝・夜２
回のはみがきがパーフェクトの児童の割合をみ
た。目標は達成できた。

●毎月始めに入退校時刻記録で時間外勤務の割
合を確認する。45時間以上④３/15⑤０⑥5/15⑦
2/15➇０⑨０
●教職員アンケート「生き生きとやりがいを
もって勤務する」100％●教職員アンケート
「『チーム津田』として一丸となって教育活動
に取り組む」100％
☆80時間を超えた教職員はいなかった。

中期経営目標 評価項目・指標・目標値

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

●「全国学力・学習状況調査」調査結果…国語
60点以上76.2％　40点未満4.8％
算数60点以上71.4％　40点未満0％
●算数学期末テスト結果（7月）…1年100％2年
100％3年100％4年89％5年26％6年95％
☆全国学力・学習状況調査は目標を達成でき
た。しかし，文章で記述する問題に課題があっ
た。

●アンケート結果①児童「家庭学習を学年の目
標時間以上勉強する」92％　②保護者「家でも
学年の目標時間以上勉強する」84％
●家庭学習ステップアップ週間における目標学
習時間の達成率79％
☆3年・5年の達成率に課題がある。特別支援学
級は学習時間ではなく，その日の家庭学習課題
をやりきることを目標にしている。

●アンケート結果①児童「友達を大切にする」
99％「学級のみんなから認められる」81％「津
田小学校はいじめのない学校」95％
●「いじめアンケート」による認知件数はな
し。
☆いじめの兆候は見られないが，自己肯定感の
数値が少し低い。

●アンケート結果①児童「大きな声で挨拶をす
る」94％②保護者「子どもは出会った人に元気
よく挨拶をする」84％③児童「掃除を時間いっ
ぱいていねいにやる」94％④児童「学校のきま
りを守る」85％⑤教職員「児童は学校のきまり
を守る」64％
☆教職員アンケートの数値が低い。教員自身で
課題を考え取組をする方法をとりたい。

●跳躍力と握力の体力測定を実施後，集計・評
価する。→跳躍力11/12　握力8/12
●課題のあった項目について再テスト週間を(２
月上旬)を設定し，伸びを評価する。
☆臨時休業中の運動の推奨，朝トレでのハンド
グリップの活用により，跳躍力・握力ともに，
半数以上が県平均を超える結果となった。

〇３学期も朝と夜の歯みがきができているかの
「歯みがきカレンダー」を実施する。
〇児童の委員会活動の中で「歯の健康につい
て」の活動を設定する。
〇２学期の結果を掲示し意識を高める。

〇定時退校日を水曜日の6時に設定し，時間を意
識して働けるようにしていく。
〇教職員が「チーム津田」として取組ができて
いると意識した教職員は１００％であり，大変
喜ばしいことである。今後はこの働いている意
義を説明することで個々の教職員のかかわり方
に充実感を持たせていきたい。

○全国学力・学習状況調査の正答率の低い問題
と児童の解答を分析し，全教職員に周知する。
また，家庭学習に国語や算数における活用問題
を定期的に出すようにする。
○主体的な学びのある授業にするために研修や
研究授業を行い，学ぶ機会を継続していく。

①自学ノートの廊下掲示により，異学年間でも
家庭学習の取組方を学び合えるようにする。
②普段の家庭学習において，ノートやプリント
等に開始時刻と終了時刻（始め〇：〇～終わり
〇:〇）を記入させることで，児童の家庭学習時
間の意識化を促す。
③ドリル的な課題だけでなく，活用的な課題を
意図的に出すことを継続していく。

自己肯定感，自己有用感を高めるために
○アセスの結果等を活用し，自己有用感が低い
児童の実態をつかみ，重点的に取り組む。
○「いいことみつけ」を学級，学校で充実させ
る。
○生活指導に関し，できたこと，できているこ
とへの肯定的評価に努める。

マナーや規範意識を高めるために
○児童の服装や行動での課題（シューズのかか
とを踏む，廊下を走る，トイレの履物が乱れる
等）を絞り，職員で共通認識を持ち，指導に取
り組む。（「サンサンウィーク」の取組）
○職員の指導に加え，各部や学級，委員会等で
児童の活動を設定する。

○握力について再テスト（２月上旬）を実施す
る。
○朝トレでハンドグリップを使った活動を継続
していく。
○感染症対策や熱中症対策により制限された
が，可能な運動や遊びを紹介・推奨する。

・体力作りは重要である。遊び
も含め具体的な方法を提示して
やってほしい。
・車通学が多いのは問題ではな
いでしょうか？
・コロナの中，体力低下が今年
は避けられないかもしれない。
・休校中ハンドクリップやなわ
とびが気分転換になった。

・津田地区は乳幼児健診の未実
施に課題がある。小学校でも歯
医受診の推奨を続けてほしい。

・5時間目の授業で道徳を参観し
た。一生懸命考えて発言する子
どもたちの姿が見られてよかっ
た。
・津田小の子どもは優しい。こ
れにたくましさが加わってほし
い。
・自己肯定感の数値を上げた
い。

・津田小ガイドブックの活用と
実践をお願いします。
・生徒指導もある程度，小中連
携が取れたらいいと思います。

・5年生の放課後教室の取組が楽
しみである。
・コロナの影響で学力の定着が
大変だったと思う。
・基礎学力は本当に大丈夫だろ
うか。少人数学級の平均点は当
てにならないのでは？
・少人数だが学力を伸ばす取組
を進めてほしい。

・家庭学習時間に読書が含まれ
ているのが良い。
・自学ノートを掲示して他の人
のを見ることができることが良
い。


